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Abstract 

Hosobawadan (0ψidi倒 的011lanGeolatum (Houtt.) Nakai) is a local vegetable in Okinawa. We have previously 

shown that Hosobaw昌dancontains anti-oxidative constituents such as D(+)-chicoric acid (ChA)， chlorogenic acid 

(ChgA)， caffeic acid (CA)， luteolin 7・0ゆ-D-glucuronide(LU刷 gluc)，and luteolinれO剛やひ咽glucoside(LU-glc). 1n the 

present study， we compared the polyphenol contents， leaf length， and leaf weight of 9 wild strains and 7 cultivated 

strains of Hosobawadan. We found that the wild strains are richer in polyphenols than the cultivated strains 

Conversely， the leaves of the wild strains are smaller than those of the cultivated strains.制oreover，the wild strains 

cultivated in farms were bigger than other wild strains and had a high polyphenol content. The polyphenol composition 

does not vary much between the 2 types of strains 

Keyword: Hosobawadan， Ixeris dentate， Crepidiasttul11 lanGeolatlll11， polyphenol， chicoric acid， 

錯扇

ホソパワダン(0・epidiastrumlanGeolatllm (Houtt.) Nakaj) 

は，ヌ|立川西部から西国，九州，沖縄までの広い範聞に分

布しているキク科の多年生草木である.ホソパワダンは

紡錘状の葉を有しており，一見すると小松菜にi以た野菜

であるが，特徴的な強い苦みを呈する.沖縄では方言で

ニガナと言われ，沖縄料理のイカ翠汁の具や白和え， ，砂、

め物などにして食べられている伝統野菜の一つである

(前回， 2004) .著者らはこれまでの研究で，ホソパワ

ダンはボリフェノーノレが豊富で強い抗間変化能を有する野

菜であること，主要なポリフェノール成分はチコリ酸や

ルテオリン配者主体であることを明らかにしている

(Maeda et a1.， 2006) 図1).ホソパワダンに含まれる

チコリ酸は抗鍛化能(Maedaet αl. 2006) や LDL抗酸化能

(前回ら， 2006) ，血管平滑筋弛緩作用(桜井ら，

2003) ，抗日IV作用など (Lamideyet a1.， 2002 ; Pluymers 

et a1.， 2000 ; King et a1.， 1998) が，また，ノレテオリンには

強いLDL抗酸化能 (Hiranoet a1.， 2001 ; Brown a1.， 1998) 

や抗アレルギー活性 (Uedaet a1.， 1998) ，抗炎症作用

(Wingard et a1.， 1998) などがそれぞれ報告されているこ

とから，ホソパワダンは機能性を付加した加工食品への

応用も期待される.

沖縄では海岸の岩場周辺に自生しているホソパワダン

を採取して食用にする習慣が根強く残っている.ホソパ

ワダンの栽培品種は育成されておらず，生産者が自生し

ている株から自家選抜した系統を栽培するなど，市販さ

れているホソパワダンの苗履歴は様々であり，葉の形状

や大きさが異なる複数の系統が市場に流通している.ホ

ソパワダンは解熱や下痢，心臓病，高血圧などに対する

効果が伝承され，薬草としても利用されている(多和

田・大関， 1998) .含有する有用成分に対する消費者の

関心は他の野菜と比較しても高いと子P想、されるが，系統

が多様化しているために成分含量も大きく変動している

ことが推察される.農産物の生産・流通現場において消

費者の信用を得るためには，安定した品質の生援物を確

保することが葉姿であり，ホソパワダンの消費拡大を考

える上で，栽培品穏が育成されていないことは大きな課

題である.また，加工品への応用を考えた場合，品質ー管

理という視点からも原料の成分と成分含量を把握してお
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前同ら:沖縄本島の海岸に自生するホソパワダン (Crepidiastrumlanceolatum) と市販されているホソパワダンのポリフ

ェノール含量の比較

くことが必要だが，ホソパワダンの系統間における成分

に関する情報は少なく，海岸で自生している野生の

ホソパワダン(以後自生種)と，栽倍されて市場に流通

しているホソパワダン(以後市販品)の違いについては，

これまで報告されていない.

そこで本研究では，沖縄本島の海岸から採取した自生

穏と市場から収集した市販品のポリブェノール含量と組

成を比較した.
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D(+)帯ChicorIcacid 

Caffcic acid 

ho平FUEl
LutcoIin 7-0-s-D-glucopyranosidc 

hfowiVf 
LutcoIin 7-0-s句D-glucuronidc

国l ホソパワダンに含まれるポリフェノール

異議斡料および方法

試薬

既報 (Maedaet α1.， 2006) でホソパワダンに含まれるこ

とを確認したボリフェノール 5成分(凶1)を標準物質

として用いた.チコリ駿 (ChA)とノレテオリン-7-0・s-グ

ノレクロニド (LU-gluc) は，ホソパワダンから単離した

(Maeda et a1.2006) .カフェ酸 (CA) とクロロゲン鮫

(ChgA) は和光純薬工業(株) ，ルテオリン-7-0-βグノレ

コシド (LU-glc) は SigmaChemical Coよりそれぞれ購入

して用いた.その他は市販の特級試薬を用いた

試料

試料のホソパワダンは， 2004年 7月， 9月， 11月およ

び 2005年 2月に自生種 9系統と市販品 7系統を収集した.

自生種 9 系統(系統 A~I)は沖縄県内の海岸 9 カ所(沖

縄本島北部，中部および南部の各 3簡所)で 5mx5 mの

範閣からそれぞれ 5~10 株を採取した.市販品は，道の

!訳やスーパーなどの小売匝あるいは生産者から，生産地

が異なる 7 系統(系統 J~p) を入手した.市販品の 3 系

統(系統 N，0， p) は，海岸で採種した自生種の株を闘

場に移植したものであり，その他の市販品 4系統(系統 J

~M) について，導入前の来歴は不明である.

試料溶液の調製

入手したホソパワダンは葉:i;，葉身長を測定後，可食

部の葉身を直ちに凍結乾燥し， ミノレで粉砕，分析に用い

るまで欄200Cで保存した.凍結乾燥試料(生鮮物重量で

1.6 g相当最)に 80%エタノール 8mLを加え， 80
0

Cで 30

分間抽出後， 1600 g， 10分間の遠心分離で得られた上清

を試料捺液とした

総ポリフェノール含蚤の測定

総ボリフェノーノレ含量;は Folin-Denis法 (Maedaet al.， 

2006) で測定した.蒸留水で適宜希釈した試料溶液 2mL 

にフォーリン試薬 2mLを加えて 3分後， 10%炭酸ナトリ

ウム溶液 2mLを加えて室温で 1時間静置し， 700 nmの吸

光度を分光光度計 (UV-160A，株)島津製作所)で測

定した.検量線は没食子離を用いて作成し，総ポリフェ

ノール含量を生鮮物 100gあたりの没食子般相当最とし

て算出した.

ポリフェノール組成の分析

ポリフェノール組成は，試料溶液を 0.45μmのメンブレ

ンフィルター憾過後，烏津製作所製の HPLC(LC-・IOAシ

ステム)を用いて，次の条件で分析した.カラム;

Wakosil II 5C 18RS (250x4.6 mm I.D.，和光純築工業

(株) ) ，移動相;A) 0.1%ギ般および B)0.1%ギ駿/メ

タノール，グラジェントパターン 5→100%B (0~30 

min， リニアグラジェント) ，流速;1 mL/min，カラム温

度;40oC，検出波長;330 nm. 成分 (CA，ChgA， ChA， 

LU-glc， LU“gluc) は溶出時陪と 190~400 nmの UV/VIS

スベクトノレの標準物質との照合で同定し，検出波長で、の

標準物質に対する各成分のピーク街積比を算出して定量

した.

結 果

ホソパワダンの葉霊，薬身長

ホソパワダンの葉身長と葉重について，自生穏と市販

品を比較すると， fll1坂品は葉身長が約 3倍長く，薬草も

約 10倍重い傾向を示しており，市販品は顕著に大型化し

ていることが明らかになった(表1).

表 l ホソパワダンの自生穂及び市販品の葉重と~身長

葉重 葉身長

(g/葉 (cm)
収穫月 系統

0.3 :l: 0.1 7.2土1.7自生種 (9系統)
7月

市販品 (4系統 3.3土2.0 22.0土9.4

自生種 (9系統 0.3土0.1 6.4土1.5
9月

fll!仮品 (2系統1.3土 0.3 16.6土0.2

自生穏 (9系統 0.4土 0.1 7.4土 2.1
11月

rI1販品 (5系統 3.8土 3.0 25.6 7.2 

自生種 (9系統 0.7土0.4 8.7土2.6
lJl 

市Jl反品 (4系統) 6.5土 4.5 27.0土 8.0

自生穏
平均

0.4土 0.2 7.4 :l: 0.5 

子IJJ坂品 3.7土1.8 22.8土 4.1

注)値は平均値土標準偏差で示した.
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ホソパワダンのポリフヱノール含量と組成

ホソパワダンの総ボリフェノーノレ合室;は，葉震や葉身

長と同様に自生穏と市販品の違い，採取地域によって大

きく異なった(関 2)

総ポリフェノーノレ含量については，葉重，葉身長とは

逆iこ自生穏が1'11販品と比較して多い傾向を示した.市販

品の総ボリフェノール含量が約 215.9mg/100 g生鮮物であ

ったのに対し，自生種は約 462.2mg/l00 g生鮮物と，市販

品に対し 2倍以上のボリフェノールを含んでいることが

明らかになった.ボリフェノールの組成については，自

生種と fl1R反品のいずれにおいても，チコリ酸が主要な成

分であり，自生種は平均して約 325.2mgのチコリ酸を含

んでいることが明らかになった(表 2) . 

07月鐙9月 011月悶1月
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図 2 採取地域が異なるホソパワダンの総ボリブェノー

ル含量

表2 ホソパワダンの自生種及びfi1販品のボリブェノール合壁

(mg/l00g生鮮議)

主主主ボリフェノーノレ CA ChgA ChA Lu・.glc Lu-glucu 

自生種 (9系統 473.1土67.7 1.9土1.2 104.1土 26.8 315.3土62.8 25.2 9.5 39.1 土 17.9
7fl 

市販品 (4系統 196.2土60.3 0.7土0.1 19.9土 3.6 104.3土52.9 6.9土 2.5 20.2土 1.8 

自生穏 (9系統 397.7土70.8 0.9土0.3 59.7土 18.9 251.2土 59.3 21.9土 7.6 28.5土 7.5 
9月

市販品 (2系紙15) 285.8土 101.7 0.5土0.1 18.7土 8.1 206.7土99.5 8.6土 3.9 14.4土 3.3 

自主i三種。系統 457.2土30.4 1.2 :1.: 0.5 53.6 :1.: 26.4 322.2土31.8 20.6土 8.9 28.3土 8.9 
11月 m販品 (5系統 211.2土28.0 0.5土0.2 10.4 3.9 159.3土35.3 8.0土 4.7 17.5土 8.3 

自生種 (9系統 520.7土61.1 1.6土0.4 83.4土 39.8 412.0土64.1 37‘5土14.9 25.8土 8.5 
1月

市販品 (4系統 170.4土 33.5 1.3土 0.6 12.5土 6.7 123.2土38.4 6.6土 2.7 13.9土 2.8 

平均 白金穏 462.2土 18.5 1.4土0.3 75.2土 7.5 325.2土 13.2 26.3土 2.8 30.4土 4.2

市販品 215.9土33.7 0.8土0.2 15.4土 1.9 148.4 25.7 7.5土 0.9 16.5土 2.5 

注1)依は平均値土襟準偏差で示した
注2)CA:カフェ酸， ChgAクロロゲン鍛， ChAチコリ酸， LU-glc: !レテオリンー7-0ーやグノレコシド， LU-glucルテオリン"

7-0・3・グノレクロニド

i奴I長月 系統

表 3(こ自生穏由来のrli販品の葉重と葉身長，総ポリフ

エノール含量を示した. El g三種由来の市販品は，いずれ

も自生穏と比較して葉重，葉身長が高い値を示したが，

ボリブェノーノレ含量は系統によって大きく呉なった(表

3) .系統Nは自生種の 2倍以上の葉身長でありながら，

総ボリフェノール含量は13生穏の平均値に近い 387.5:1.: l.6 

mgl100 g生鮮重という高し、値で、あった.一方，系統 0，P 

は長!生種より大型化しているが，ポリブエノール含量に

ついては市販品の平均値と間程度で、あった.

表 3 ホソパワダンの市販品(自生穏由来)の葉重と葉

身長、総ポリフェノーノレ含最

ま露1宣 言語身長
(g) 叩 1)

寸 叫η:令都ヰ
総ポリブェノーノレ
(mgíl00g~主総議)

N 

O 

P 

自生後半均値

itiJ坂品平均値

注1)

出)

387.5土1.6

198.0 x 7.2 

162.9土 0.9

462.2土 18.5

215.9土 33.7

算出した
調査した4el(7.1O，l1，l2月)じ〉平均値より算出した

考 察

供試したホソパワダン 16系統は葉身長，葉葉，ボリフ

ェノール含量のいずれも大きな差異があった.導入荷台の

履歴が様々な市販のホソパワダンについては成分合量が

広い分布を示すことが明らかになった.抗再変化成分であ

るボリフェノールは櫛物の紫外線などに対する抗ストレ

ス物質でもあることから，海岸における潮風や強い R
し，水分ストレスなどの過酷な環境ストレスがEl生種の

ポリブェノーノレ含i立の増減に影響していることは十分に

予想、される.また，ホソパワダンは自家不和合性植物で

あるために，自生している株は自然淘汰を免れ繁殖場所

に過した個体のみがi告1殖して群落を形成しており，繁殖

している地域の違いも，内部品質の変動に大きく影響し

ているものと予想される.

本研究で，ホソパワダンの市販品は自生種と比較する

と大型化し，ボリフェノール合金は顕著な1減少傾向を示

すことが明らかになった.生産者による自家選抜は栽精

管理の容易さや多~又性，外観などを指標にすることが多く，

成分を指標にした選抜は1iわれない.生産農家が栽精して

いる系統は栽培が容易で植物体が大葉のものを選抜してい

くうちに，ポリフェノール含量は少ない系統が選抜されて

いった可能性が考えられる.また，ボリフェノーノレの多く

は苦みや渋みを呈することから(葛西ら， 2007; 111本ら，

Qυ 
A
性
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ェノール合室;の比較

2006 ; Peleg et al.， 1999)二苫みが弱くて食べやすい系統が市

販品として残り，結果として市販品のポリフェノール含量

が少なくなっていることも 1-分予想される.しかしながら，

自生種由来の市販品の中でも，系統 N のように版物体

が大きいだけでなくボリフェノール含量も多い系統が確認

された.この結果は，自生しているホソパワダンからポリ

ブェノール含量を指標とした選抜脊穣を行うことで¥多収

立つ自生種と同等にボリフェノーノレ豊富な系統を得られる

可能性を示唆する.一方，ポリフェノーノレ含量が市販品の

平均値と比較して少ない系統 0，Pについては，被物体が

市販品のiやでも大きい部額に崩しており，栽培条件が成分

含量に強く反映していることも示唆された.栽府条約二が収

益牟と抗酸化成分含量に及ぼす影響に関しては，幾つかの報

告がある.アブラナ科スプラウトは栽培ゅの光強度を高

めることで降雨h長は短くなるがボリブェノール合金は増

加すること(前)11ら， 2006) ， 1I1菜のコシアブラでは強

光下で穂木が長いほど食用とする若芽重が増え，抗際化

成分であるクロロゲン接合最も増加すること(村山ら，

2007) などが明らかにされている.ホソパワダンについ

ても，ボリフェノール含量が多く，且つ高収量の系統を

自生種の仁pから選抜するとともに，安定した内部品質を

再現できるような栽培条件の検討が今後の重要な課題と

られる.
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喜喜 約

海岸付近に自生していたホソパワダン(0・'epidiastrumlanceo!，α11/111 (Holltt.) Nakai) 9系統，市場に流通していたホソパワダ
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ンの市販品 7系統 (3系統は自生種の増殖， 4系統は導入前の来歴不明)の葉身長，葉震およびポリフェノーノレ含量を比較

した結果，次の知見を得た.

1)ホソパワダンの自生種は市販品と比較して植物体は小さいがポリフェノーノレ含f詮は多かった.ホソパワダンの白金三種

は約 462.2mgl100 g生鮮物， 1'11販品は約 215.9mgl100 g生鮮物のボリブェノールを含んでし、た.両者のボリブエノーノレ組成

に明確な違いは確認できなかった.

2) 自生種出来の苗を用いた市販品に，他の1'11販品と向等の大きさでありながら，ポリフェノール含量の多い系統が見出

された.

以上の結果から，ホソパワダンのポリフェノール含量は系統開で大きく変動することが明らかになり，海岸で自生して

いる系統は植物体が小さくてもポリブヱノールを豊富に含むことが明らかになった.さらに自生種を闘場で栽培すること

により，植物体が大きく，且つボリフェノーノレも主主富な系統を得られる可能性が示唆された.

キーワード:ホソパワダン，ニガナ， 0・'epidiastrumlanceolatulIl， ボリフェノーノレ，チコリ酸
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